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子どもと教育・文化に関するアンケートについて（お願い） 

 

 わたしたちの「子どもと教育・文化 道民の会」は、２００２年２月２２日、自治体首長をはじめ

学者研究者・小中高教職員・医師・弁護士・作家・市民など各階各層からの７５名の方々の呼びかけ

のもと結成されたものです。そして、子どもと教育・文化に関するさまざまな団体や個人が協力共同

しあいながら、２１世紀の北海道の教育を道民的事業として発展させる推進力となれるようにねがい、

憲法・子どもの権利条約を守り生かそうと今日まで運動をすすめてきているものです。最近では、「子

どものいじめ自死問題を考える」連続講演会や「１８歳選挙権・主権者教育を考えるつどい」なども

開催しています。 

 

  子どもと教育をめぐる状況はいっそう深刻になっています。毎年くり返される「小中学生のいじめ

自死問題」は常に大きな衝撃となっています。また、「子どもの貧困」「子どもの幸福度」「子ども

の自己肯定感」など世界的に見ても最下位に位置する状況となっています。日本の子どもたちのおか

れている現状について、２０１０年６月国連子どもの権利員会は「過度に競争的な教育環境」の改善

はじめ多くの課題を所見として『勧告』しています。子どもたちが夢と希望を持って豊かに成長でき

る環境をつくるために、私たち大人のやるべき課題は山積しています。 

 

 国際的な基準から見ても日本の教育制度・政策が、子どもと教育の現実を困難にしているのではな

いでしょうか。学校地域で直接子どもたちと関わるわたしたち自身の課題や国・地方自治体がとりく

むべき教育の諸条件整備の課題を、子どもたちの声に耳を傾けながら推進していくことが求められて

いると思います。 

 

 子どもたちの健やかな成長を願う思いは誰しも同じでありますが、その方策（政策）についてさま

ざまなお考えがあると思います。是非、アンケートにお答えいただき、その方策をお聞かせください。 

 

 このアンケートの結果につきましては、当会会員のみなさんにお知らせすると共に報道機関等に発

表し、広く道民のみなさん方にお知らせし、間近になってきました参議院議員選挙への参考にさせて

いただきたいと考えています。 

 

 誠にご多忙のこととは存じますが、６月１６日（木）までにＦＡＸまたはメールにてご回答くださ

いますようお願い申し上げます。（ご回答できない方もご返送くださいますようお願いいたします） 

 

   （連絡先 事務局 柳 悌二 090-9523-4396         札幌市中央区大通西 12 丁目） 
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